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第２章 学 校 安 全 の 概 要

第１節 学校安全の内容

学校安全は、学校（園）における幼児児童生徒（以下、児童生

徒）の安全に関わる諸活動、すなわち、児童生徒が外部環境に存

在する様々な危険を制御して安全に行動することを目指す活動

（安全教育）と、彼らを取り巻く外部環境を安全に保つための活

動（安全管理）によって構成される。また、両者の活動を円滑に

進めていく上で組織活動の役割が重要となる。

安 全 学 習 体育、保健体育
望ましい行動の変容 社会、理科、生活科、図画工作
に必要な安全に関す 美術、技術・家庭科等の学習を
る知識や技能の習得 通しての安全に関する知識や技

安 全 教 育 能の習得
安全な生活を営むこ
とのできる態度や能 道徳、総合的な学習の時間
力を養う 安 全 指 導

安全に関する原理原 学級活動・ホームルーム活動に
則の具体的な行動場 おける安全指導
面への適用、常に正 学校行事での安全指導
しい判断のもとに安 児童会生徒会での安全指導
全な行動ができる態 日常の学校生活での指導
度や能力の育成 個別指導等

学 校 安 全
自他の生命を尊重 事故発生の要因となる心身の状
し、安全な行動 態の把握、分析（健康診断、体
ができる人間を育 力診断、安全に関する意識の把握）
成する 日常の行動観察

対 人 管 理 応急手当及び事故発生時の救急
(内 容) 児童生徒の心身の状 体制
①生活安全 態の把握、緊急時の
(防犯を含む) 救急体制の確立、学

校生活や郊外生活に 学校生活（安全な生活の実践状
②交通安全 おける行動の規則 況、休憩時間中、各教科等の学

安 全 管 理 習の安全）
③災害安全(防災) 児童生徒の安全を確 校外生活（通学方法、通学路の設

保し、学校教育の円 定とその安全確保、通学区域の危
滑な運営を図る 険箇所の確認、遊びや運動の規制)

対 物 管 理
施設・設備の安全点 校舎内外の施設・設備、遊具等の
検と事後措置、学校 安全点検、事後措置（定期、日常
環境の美化 の点検）

学校環境の美化等による情操面へ
の配慮

組 織 活 動
校内の協力体制や家 児童会生徒会活動
庭・地域社会との連 校内の協力体制
携により安全教育と 家庭、地域社会との連携
安全管理を効果的に 地域の関係機関・団体との連携
推進する 学校保健安全委員会、地域学校保

健安全委員会
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第２節 安全管理の進め方

1 安全管理を充実させるための手順

安全管理を進めるに当たっては、学校安全を学校運営全体の中で考え、全教職員の理

解を得ることはもちろんのこと、家庭、地域社会と連携を図りながら実施していくこと

が重要である。

○児童生徒の事故災害の発生状況

（学校生活、校外生活、交通事故）

実 態 把 握 ○児童生徒の安全に対する認識、態度や行動の状況

○保護者や地域の人々の意識や行動

○学校の立地条件や地域の交通環境

○安全点検と事後措置の記録

○教職員の意見

意 見 聴 取 ○保護者の意見 組織づくり

○児童生徒の意見

○地域関係機関・団体等の意見

重 点 設 定 ○安全管理の重点

○安全に対する考え方の確立

教育活動全体の ○学校課題としての位置付けの明確化

調整を図る ○教育課程における安全の見通しと指導時間の確保

○推進組織の明確化

原 案 作 成

学校安全計画の立案

原案についての

意見聴取

○学校保健安全委員会等の組織の活用

全教職員で検討

校長が決定 学校安全計画の実施 評 価
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2 学校安全計画

学校における安全計画は、学校保健安全法第２７条の規定によって「学校安全計画」

として作成しなければならない。

＜学校保健安全法＞ 第３章 学 校 安 全

（学校安全計画の策定等）

第２７条 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校

の施設及び設備の安全点検、児童生徒等に対する通学を含めた学校

生活その他の日常生活における安全に関する指導、職員の研修その

他学校における安全に関する事項について計画を策定し、これを実

施しなければならない。

（１）作成上の留意点

① 学校安全計画は、学校において必要とされる安全に関する具体的な実施計画であ

り、毎年度、学校の状況や前年度の学校安全の取組状況等を踏まえ、作成される

べきものである。

② 学校においては、生活安全（防犯を含む）、交通安全及び災害安全（防災）に対

応した総合的な安全対策を講じることが求められている。改正法では、これらに

的確に対応するため、各学校が策定する学校安全計画において、

ア 学校の施設整備の安全点検

イ 児童生徒等に対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全指導

ウ 教職員に対する研修に関する事項

を位置付け、作成することが必要である。

③ 学校安全計画は、学校における安全全体を見通した基本計画であるから、内容に

は、安全管理と安全教育のみならず、安全に関する校内研修や家庭・地域社会と

の連携を図るための学校保健安全委員会の開催計画などの組織活動も含めて作成

することが必要である。

学校保健安全計画については、これまで学校の実情により、保健に関する事項と一括

して作成しても差し支えないとされていた。

しかし、今回の文部科学省スポーツ・青少年局通知（平成20年6月18日付け文科ス第

５２２号「学校保健法等の一部を改正する法律の公布について」）において、学校安全の

内容が多岐にわたるとともに、命にかかわる内容が多く、その充実が問われている時代

の背景を鑑み、学校保健計画の作成（第5条）と学校安全計画の作成（第27条）が明確

に位置付けられた。
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このことから、岐阜県においては、学校保健計画と学校安全計画とは別々に作成する

こととする。

（２）学校安全計画の内容

安全管理に関する事項 安全教育に関する事項 安全に関する組織活動

○定期、臨時、日常の安全点検 ○危険予知能力・危険回避能力等 ○学校保健安全委員会の開
・施設・設備、遊具の点検（補 を身に付ける安全教育 催
修・営繕を含む） ・安全マップづくり
・避難場所・経路の点検 ・危険予測トレーニング ○安全指導、応急手当（人

（ＫＹＴ） 工呼吸・ＡＥＤ）の校内
○通学の安全 研修
・通学路の選定と点検 ○学年別、月別の安全学習
・通学のきまりの設定 ・各教科、道徳における安全 ○講演などを通して保護者
・通学状況の把握 に関する内容 への研修

○学校生活の安全 ○学年別、月別の安全指導 ○ＰＴＡ、消防署、警察署、
・校内における行動のきまり ・学級活動（ホームルーム活 地域における学校安全ボ
・施設・設備の取り扱いのき 動）での指導の学習内容と ランティア等との連携
まり 時数
・遠足・修学旅行の学校行事 生活安全 ○その他必要な事項
の安全のきまり 交通安全
・クラブ（部活動）の安全の 災害安全
きまり ・学校行事での指導（外部機
・体育館、運動場等の使用の 関とより連携を図った訓練）
きまり 避難訓練（防災・防犯）
・自然災害（暴風雨、雷等） 交通安全教室
に対する行動の仕方 防犯教室

・児童会生徒会活動での安全

○「声かけ事案」など不審者によ に関する活動

る犯罪防止、緊急通報等の体制 ・課外における安全指導

・学校安全ボランティア（ス ・希望者に対する自転車教室

クールガード、スクールガ

ード・リーダー）との連携 ○個別指導

・個の発達段階や状況に応じ

○火災・地震などの防災対策 たきめ細かな指導

・防災の組織の確立 ・担任だけでなく、生徒指導

・避難場所、経路の点検 主事、養護教諭、栄養教諭

・防災設備の点検 ・栄養教諭や学校栄養職員な

どと連携を図り、より一人

○児童生徒の実態把握 一人に応じた指導

・意識や行動などの調査

○その他の必要な事項

○その他の必要な事項
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学校安全計画 （例） 小学校

月 の 重 点 指 導 内 容 安

安全目標
安 全 管 理 安 全 学 習

生活目標
生活安全

交通安全
（防災） 教 科 道 徳

仲良く助け合 進んで約束を ・安全点検日 （毎月＊日）
い、けじめのあ 守り安全に行 ・一斉下校指導日（月３回）
る生活をしよう 動しよう ・自転車点検日 （毎月１回）

遊具を安全に 交通ルールを 廊下歩行 登下校の ・通学路の設定と点 移植ごて ､ｴｱｰﾎ ﾝ゚ﾌﾟ(理) 生命尊重
４ 使おう 守って安全に の安全 安全 検と改善 針（家）虫めがね(理)

登下校しよう ・通学方法の決定 野外での安全な学習(理)

・安全点検表の作成 気体検知管(理)

掃除をしっか 道路の横断に 校外学習 道路横断 ・防災関係の設備・ カッター（理） 健康安全
５ りやろう 注意しよう 時の安全 時の安全 備品の点検 はさみ（図） 規則尊重

・運動施設、用具の 包丁（家）
点検 けがの防止（体）

落ち着いた生 雨の日の過ご 休憩時の 雨の日の ・環境整備 顕微鏡（理） 規則尊重
６ 活をしよう し方を工夫し 安全 歩行の安 心の健康（体） 健康安全

よう 全 生命尊重

一学期のまと 自転車の約束 夏休みの 自転車利 ・自転車一斉点検 のこぎり（図） 規則尊重
７ めをして夏休 を知ろう 安全 用時の安 ・夏休みの安全対策 小刀、くぎ（図） 節度節制
みの計画を立 全 と事前指導 プールの使用（体）
てよう 夜間の観察(理)

規則正しい生 水の事故に遭わな ・校外生活状況の巡 プールの使用（体） 生命尊重
８ 活をしよう いようにしよう 回指導

楽しい運動会 災害に備え安 地震時の 集団歩行 ・運動会と事故防止 アイロン（家） 節度節制
９ にしよう 全な行動がと 安全 時の安全 ・防災施設設備点検 薬品の扱い（理）

れるようにし ・通学路の安全点検 走路の安全（体）
よう 遮光板(理)

みんなで仲良 車に気を付け 運動時の 自転車の ・運動施設、用具の ｶﾞｽ､ｺﾝﾛ､ｱﾙｺｰﾙﾗﾝﾌﾟ 健康安全
１０ く活動しよう て歩こう 安全 特性と安 安全点検 (家） 鏡(理)

全 ・避難経路等の安全 薬品の扱い（理）
点検 用具の安全（体）

進んで仕事を 自転車の安全 作業時の 道路横断 ・作業の身なりと安 ﾐｼﾝ（家）ｺﾞﾑ(理) 思慮反省
１１ しよう な乗り方をし 安全 時の安全 全管理 金槌（図） 規則尊重

よう ・防火用砂、防火設 病気の予防（体）
備の安全点検 点火、加熱(理)

二学期のまと ストーブや火 火災時の 道路標識 ・通学路の安全点検 彫刻刀（図） 規則尊重
めをして、冬 の扱いに注意 安全 の機能と ・ストーブ使用のき 暖房器具（家） 思慮反省

１２ 休みの計画を しよう 安全 まりの確認と安全 短絡回路(理) 節度節制
立てよう 点検

正しい言葉遣 安全に注意し 遊ぶ時の 雪道の安 ・通学路の安全点検 彫刻刀（図） 生命尊重
１ いをしよう た遊び方をし 安全 全 ・校庭及び学校周辺 ｽｷー (体)発熱線(理) 健康安全

よう の道路の安全点検 ろ過器具(理)
液量計(理)

２ 物を大切にし 乗り物を安全 学習時の 雪道の安 ・校内の施設、設備 ホッチキス（図） 自由責任
よう に利用しよう 安全 全 の総点検 スキー（体）

一年間を振り 安全な生活に 安全生活 踏切の安 ・総点検の反省、今 用具の安全（体）
３ 返り進級の心 ついて振り返 の反省 全 後の対策
構えを持とう ろう
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◎：１時間単位の指導

全 教 育
安 全 指 導 組織活動(研修)

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 学校行事 児童会活動

安全な集団下 ＰＴＡ校外指
校と廊下歩行 導、学校保健
の励行 安全委員会

◎学校の 遊具の安 広い道へ せまい道 ◎グルー 下級生の 通学班編成 児童会 連絡網、通学
行き帰り 全な使い 出るとき を通ると プのリー 世話 防犯ブザー 路、家庭訪問、

方 き ダー の使い方 交通安全運動
信号のな ◎夜間の 交通安全教 学級懇談会

信号の見 合図の仕 いところ ◎交差点 危険な横 走行と横 室 遠足
方 方 の渡り方 の横断 断 断 避難訓練(火 安全コーナー ＰＴＡ総会、
誘いにのら 誘いにのら 災・防犯) の整備 授業参観
ない(防犯) ない(防犯) 子ども１１ 安全マッ 安全マッ 安全マッ スポーツテ 遠足の約束 学級安全委員

０番の家 プつくり プつくり プつくり スト 会

雨の日の 雨の日の ◎教室で 階段、廊 雨の日の 雨の日の プール開き 交通標語 通学路の整備
歩き方 身なり・ の遊び 下での危 視界と危 視界と危 運動会 運動会取組 学校保健安全

歩き方 険 険 険 廊下歩行 委員会

体にあっ ◎自転車 自転車の 簡単な点 乗車の場 友達と走 避難訓練 児童会 学年ＰＴＡ、
た自転車 に乗る前 発進、停 検と手入 所 るとき 宿泊学習 学期の反省 ＰＴＡ校外指

に 止 れ 校庭除草 夏休みの計画 導

水泳教室 水泳の約束 校外活動、諸
夏休みの反省 行事援助

◎授業中 地震が起 特別教室 休み時間 休み時間 ◎登下校 修学旅行 児童会 避難訓練参加、
に地震が きたら で地震が に地震が に地震が 中に地震 避難訓練(火 修学旅行学習 校外指導、学
起きたら 起きたら 起きたら 起きたら が起きた 災) 計画 校保健安全委

（校舎外）（校舎内）ら 員会

止まって 飛び出し 飛び出し 死角 死角 内輪差 校外学習 廊下歩行見直 ＰTA役員会
いる自動 し
車の近く
での危険

横断歩道 横断歩道 交差点の 交差点の 危険な横 危険な横 安全ポスター 授業参観
のないと のないと 横断 横断 断 断
ころの渡 ころの渡
り方 り方

やけどを ◎煙や火 ◎休み時 火事の原 ◎特別教 避難経路 大掃除 児童会 地区別懇談会
しないよ から素早 間に火事 因とその 室から避 避難訓練 二学期の反省
うにしよ く逃げる が起きた 防止 難すると (火災/防犯) 冬休みの計画
う ら き
誘拐防止 誘拐防止 誘拐防止 誘拐防止 誘拐防止 誘拐防止 防犯教室

戸外での 冬の遊び 冬の遊び ◎雪道の 雪道の安 雪道の安 冬休みの反省 学校保健安全
遊び 安全 全 全 委員会

スキーの スキーの スキーの スキーの スキーの スキーの ｽｷｰ教室 児童会 ＰTA役員会
安全 安全 安全 安全 安全 安全 避難訓練(火災)

遮断機の 踏切の渡 無人踏切 無人踏切 踏切事故 踏切事故 ６年生を送 校内美化運動 学年ＰＴＡ
ある踏切 り方 の渡り方 の渡り方 防止 防止 る会 一年間の反省 毎月の安全点
の渡り方 校内美化作 検(理)

業 ・薬品の保管
状況の点検
・薬品在庫簿
の点検
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学校安全計画（例） 中学校

安 全 管 理
月の重点目標 学

対 物 管 理 対 人 管 理 第 １ 学 年

安全な登下校をし 通学路の確認 通学方法の決定 ・自転車の安全な乗り方

よう 安全点検（毎月２８日） 安全に関するきまりの設定 ・通学路の確認

４ ・部活動での安全

・自分でできる安全点検

施設・設備の適切 諸設備の点検・整備 自分でできる点検ポイント ・遠足時の安全

を使用しよう 救急体制の確認と見直し ・自転車点検

５ ◎災害時の安全な避難の仕方

と日常の備え

梅雨期の安全生活 学校環境の安全点検整備 校舎内での安全な過ごし方 ・雨天時の校舎内での過ごし

６ をしよう （階段、廊下） 方

・学校での事故と安全な生活

◎水泳、水の事故と安全

健康・安全に気を 学校環境の安全点検整備 プールにおける安全管理 ・落雷の危険

７ 付けよう （プール） ・自分の健康チェック

・夏休みの生活設計と安全

体育祭を安全にや 校庭の整備（校庭） 身体の安全について（けが ・体育祭の取り組みと安全

９ り抜こう の予防） ・自分を見せる工夫（反射材、

シール、灯火等の役割）

交通法規を理解し 学校環境の安全点検整備 自転車の正しい乗り方を確 ◎交通法規の意義と安全

１０ 守ろう （運動場） 認（反射材、灯火等）

危険を予測し安全 学校環境の安全点検整備 文化祭運営上のきまりにつ ・文化祭の準備と安全

１１ な生活をしよう （体育館） いて ・自転車の安全な乗り方

電気の正しい使い方

事故災害から身を 避難経路の点検 避難時の約束について ・地震時の安全な避難の仕方

１２ 守り適切な行動を 施設の点検

しよう

自ら健康を維持し 学校環境の安全点検整備 通学路の見直し ・安全な登下校

１ ていこう （通学路） 安全な登下校について ・部活動での安全

事故の原因につい 学校環境の安全点検整備 施設、設備等の安全な使い ・施設の安全な利用の仕方

２ て学ぼう （備品） 方について

安全な生活ができ 学校環境の安全点検（一年 人的管理のまとめ（けがの ・一年間の反省

３ るようにしよう 間の反省） 状況） ・けがの発生状況とその防止
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◎：１単位時間の指導

安 全 指 導

級 活 動
生 徒 会 活 動 主な学校行事等

第 ２ 学 年 第 ３ 学 年

・通学路の確認 ・最上級生として ・新入生への交通指導 ・入学式

・基本的生活習慣の再確認 ・登下校時の交通安全 （登下校） ・身体計測

・部活動での安全 ・部活動での安全 ・安全委員会 ・春の交通安全運動

・自分でできる安全点検 ・自分でできる安全点検 ・街頭交通安全指導

（毎月第一週 ）

・清掃の仕方の確認 ◎修学旅行と安全 ・自転車点検 ・遠足

・学級花壇の手入れ ・自転車点検 ・安全テスト ・スポーツテスト

・交通事故の防止 ・校区の安全マップ

・林間学校の安全 ・水泳、水の事故と安全 ・安全委員会 ・修学旅行

◎水泳、水の事故と安全 ・交通事故防止 ・避難訓練（教室）

・部活動の大会と安全 ・部活動大会

・林間学校の安全 ・夏休みの生活と安全 ・交通安全集会 ・林間学校

・緑化集会について ・夏休みの交通安全 ・交通安全教室

・夏休みの過ごし方について ・夏の交通安全運動

・体育祭の取り組み ・体育祭と安全 ・下校指導 ・体育祭

◎地震の時の危険と避難 ・二学期の生活 ・体育祭準備 ・避難訓練 防災の日

・風水害と安全 ・秋の交通安全運動

・写生大会 ・交通事故の原因と自動車の ・安全委員会 ・写生大会

・部活動（新人戦）の安全と 特性 ・市交通安全フェスティ

リーダーの役割 ・自転車の正しい利用の仕方 バル

・登下校中の安全について ・文化祭 ・文化祭準備 ・文化祭

・持久走の取り組み ・持久走大会の取り組みと健 ・自転車点検 ・持久走大会

・文化祭 康管理について

・交通事故の加害と被害 ・交通事故の責任と補償

・ストーブの使用について ・冬休みの生活と安全につい ・安全委員会 ・避難訓練（特別教室）

・冬休みの生活心得 て

・火気の取り扱いについて

・服装と安全について ・冬のスポーツと安全につい ・下校時の街頭呼びか

・暖房器具の安全な取り扱い て け

と換気

・降雪時の安全 ・雪道の交通安全について ・避難訓練（休み時間）

・降雪時の交通安全

・一年間の反省 ・中学生活のまとめ ・送別会 ・送別会

・けがの発生状況とその防止 ・教室学校環境の整備修繕 ・全校緑化集会 ・卒業式

・安全委員会
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教 科
道 徳

理 科 美 術 保健体育（体育分野）

・生命の尊重 ・理科室の使用と注 ・美術室の使用と注 ・集団行動様式の徹底

４ （１年） 意 意 ・体育施設、用具の適切な使い方

・観察、実験の基本

的な態度

・事故から身を守る

ための服装

・観察器具の使い方

・電気器具の使い方

・生命の尊重 ・薬品、ガラス器具 ・糸鋸、土練機の安 ・自己の運動能力

（３年） 等の使い方 全な使い方 ・陸上競技における適切な場所の使い方と

５ ・酸とアルカリの取 測定の仕方

扱い ・器械運動の特性

・自主責任 ・彫刻刀の正しい使 ・水泳の事故防止

６ （２年） い方

・法の精神 ・測定器具の使い方 ・ニードル等の道具

７ （３年） ・備品チェック(管 を使用する場合の

理) 諸注意

・野外での観察にお

ける安全上の留意

点

・自由研究の安全

・生命の尊重 ・試薬の取扱い ・印刷時のプレス棒 ・器械運動における場所や器具の安全

９ （２年） による危険 ・グループ活動を通しての協力

・自主自律 ・ダンスにおける場所の安全

（３年）

・気体の発生と捕集 ・小刀、カッターの ・器械運動における段階的な練習と適切な

１０ の仕方 使い方 補助の仕方

・加熱の仕方

・社会連帯 ・打ち出し用具の使 ・長距離走における健康状態の把握と個人

１１ い方 の体力にあったペース配分

・社会連帯 ・塗装時の注意と換 ・武道における場所、用具の適切な使い方

１２ ・権利と義務 気 と手入れについて

・生命尊重 ・実験器具（力学関 ・カッター、はさみ、・サッカーにおける適切な場所、用具の使

１ 係）の使い方 コンパス等の使用 い方とルール、マナーの徹底（ゴールの

の注意 固定）、ゲームの安全

・遵法精神 ・絵の具、用具の保 ・バスケットボールにおける場所、用具の

２ ・生命の尊重 管、管理について 使い方とルール、マナーの徹底（移動式

ゴールの固定）、ゲームの安全

・美術室の使用と注

３ 意
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学校安全に関する

組織活動・研修
保健体育（保健分野） 技 術 ・ 家 庭

・施設設備の使用上の注意 ・春の交通安全運動時の保護

・作業時の安全 者等の街頭指導

・設計時の安全

○心身の機能の発達と心の健康 ・技術室、家庭科室等の使用法と約束

（１年）

・身体機能の発達

・生殖に関わる機能の成熟

・精神機能の発達と自己形成

・欲求やストレスへの対処と ・切削加工時の安全 ・校外における生徒の安全行

健康 ・ハンダづけでの安全 動の把握、情報交換

・被服実習に関する注意 ・市交通安全対策会議

○健康と環境（２年） ・工作機械の使用について ・学校保健安全委員会

・身体の環境に対する適応能 ・電気器具の取り扱い ・ＰＴＡ安全部会

力・至適範囲 ・アイロン、電動ミシンの適切な使い方 ・地域の危険箇所点検

・飲料水や空気の衛生的管理

・生活に伴う廃棄物の衛生的 ・加熱と漏電について ・心肺蘇生法講習会

管理 ・備品チェック（管理） ・学級懇談会

・国民安全の日の啓発

○傷害の防止（２年）

・交通事故や自然災害などに

よる傷害の発生要因

・交通事故などによる傷害の ・食の安全について ・防災の日の啓発

防止 ・市交通安全対策会議

・自然災害による傷害の防止

・応急手当

・塗装時の換気や火気類の扱い ・学校保健安全委員会

・家庭電気の安全な扱い ・秋の交通安全運動街頭指導

○健康な生活と疾病の予防 ・ガスコンロの正しい使い方について ・ＰＴＡ安全部会

（３年） ・金属材料の性質 ・木製品の特性と利用

・健康の成り立ちと疾病の発 ・調理実習に関する注意

生要因 ・暖房と換気について ・地震の対応について

・生活行動・生活習慣と健康 ・備品チェック ・冬季の通学路点検

・喫煙、飲酒、薬物乱用と健 ・工作機械の安全な利用 ・ＰＴＡ安全部会

康 ・電子機器の利用と安全

・感染症の予防 ・校外学習における注意

・保健・医療機関や医薬品の ・作業スペースの確保と危険の回避 ・学校保健安全委員会

利用 ・食生活と健康について

・個人の健康を守る社会の取

組 ・備品チェック ・理振台帳の点検

・整理整頓 ※毎月の安全点検(理)

・台帳記入（管理） ・薬品の保管状況の点検

・薬品在庫簿の点検
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学校安全計画（例） 高等学校

安 全 管 理
月の重点目標 安

対 物 管 理 対 人 管 理 学 校 行 事

・始業式

学校環境の安全 ・ｳｫ ﾀーｰｸｰﾗー の点検と検査 ・通学路の実態調査 ・交通安全指導

４ ・環境衛生検査 ・体力増進とスポーツテス ・定期健康診断

通学時の安全 ・通学路、施設の安全点検 ト ・スポーツテスト

・大掃除（安全点検）

集団行動と安全 ・プールの清掃、消毒、安 ・安全意識の実態調査 ・高校総体県予選

５ スポーツと安全 全点検 ・避難訓練

・体育館、校庭の安全点検 ・救急法実技講習会

梅雨期の健康と安 ・校内の施設と設備の安全 ・梅雨期の健康管理 ・水泳指導開始

６ 全 点検と安全措置 ・避難訓練（地震）

事故防止 （消化器を含む） ・高校総体ブロック大会

・ウォータークーラーの点 ・休み中の水の事故、交通 ・高校総体全国大会

７ 夏季休業中の健康 検と検査 事故、部活動・合宿の諸

８ と安全 ・部室の点検 注意

環境の整備 ・非常階段、非常ベルの点 ・健康状況の把握 ・交通安全指導

９ 災害に対する心構 検 ・避難訓練（火災）

え ・大掃除

精神の健康 ・照度、騒音の測定 ・悩み調査 ・体育祭（大会）

１０ 問題行動防止と対 ・体育祭の安全に関する諸 ・文化祭

策 注意

安全意識の高揚 ・環境衛生検査 ・修学旅行前の健康管理 ・修学旅行

１１ ・交通安全指導

冬季休業中の健康 ・校内の施設と設備の安全 ・冬の健康管理 ・年末年始交通安全

１２ と安全 点検と安全措置 ・大掃除

休業明けの健康と ・通学路の安全点検 ・マラソン事前健康チェッ ・校内マラソン大会

１ 安全 ク ・交通安全指導

学校環境の安全 ・室内の換気 ・自他の安全と自主管理 ・推薦入試

２ ・大掃除

一年間のまとめ ・学校生活の点検と評価 ・本年度の反省 ・卒業式

３ 次年度の計画 ・次年度の点検 ・入学試験

・修了式
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◎：１単位時間の指導

安 全 教 育

全 指 導
Ｈ Ｒ 活 動 生 徒 会 活 動 部 活 動 生 徒 指 導

・春の交通安全 ・部登録と活動計画 ・校門指導

・通学時の安全指導 ・生徒保健安全委員会 ・運動系主将会 ・自転車通学 許可

・学校での事故と安全な生活 ・定期健康診断の補助 ・体育館、運動場、武 ・自転車点検・整備

・生徒実態調査 ・前期生徒会役員決定 道場の安全点検

・生徒保健安全委員会 ・部員の健康調査 ・交通マナーの指導

◎交通事故防止 ・年間活動計画と役割分担 ・大会と事故・熱中症

・体育活動と安全 ・保健だよりの発行 防止

・校内安全点検

・野外活動と安全 ・校内美化運動 ・用具の安全点検 ・公共交通機関における

◎地震時の安全行動 ・学校安全ポスター、標語の ・大会での安全 マナー指導

募集

・校内安全点検

・夏季休業中の健康管理と安 ・保健だよりの発行 ・夏季休業中の練習計 ・校外指導

全 ・リーダー研修 画、合宿の安全

・部室の清掃と整頓

・学校での事故と安全な生活 ・学校安全週間 ・活動中の事故防止の ・体育祭、文化祭に関す

・火災時の安全行動 ・校内安全点検 強化 る事前指導

・秋の交通安全 ・運動系主将会 ・秋の交通安全指導

・体育祭、文化祭 ・交通安全教室

・体育祭、文化祭について ・生徒保健安全委員会 ・用具の安全点検と整 ・体育祭、文化祭におけ

・体育祭、文化祭での安全行 備 る安全指導

動

・校内安全点検

◎通学マナーと安全 ・後期生徒会役員決定 ・冬期トレーニング計 ・校門指導

・校内安全点検 画の作成

・校内美化運動

・休み中の諸注意 ・保健だよりの発行 ・部室の清掃 ・交通マナーの指導

・冬期トレーニングの

安全

・学校での事故と安全な生活 ・生徒保健安全委員会 ・用具の安全点検整備 ・公共交通機関における

・校内安全点検 ・事故防止 マナー指導

・運動系主将会

・学校での事故と安全な生活 ・保健だよりの発行 ・体育館、武道場の整 ・校門指導

・学校安全週間 理整頓

・校内安全点検

・本年度の反省 ・生徒会役員選挙 ・本年度の反省 ・校外指導

・春休みの計画
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安 全 学 習 学 校 安 全 に 関 す る 組 織 活 動 ( 研 修 ) 月

教 科 指 導

・部活動顧問会

・保健部会

・学校安全計画の認識と分担 ４

○保健体育（科目保健） ・独立行政法人日本スポーツ振興センターとの連携、

「体育」は自他の健康・安全に留意した運動の 手続き等の説明

実践、「保健」は健康・安全について科学的・ ・ＰＴＡ街頭指導

体系的理解を図る。 ・ＰＴＡ総会

・学校保健安全委員会 ５

・ＭＳリーダーズ活動

○社会 ６

社会学的側面から健康・安全に関する知識と認

識の向上を図る。

・部活動顧問会

７

○実験実習を伴う教科 ・学校保健安全委員会

・用器具の取り扱いや点検整備 ９

・施設、器具、機械の使用上の注意

・熱源、電気機器の扱いと使用上の注意及び点

検整備 ・保健部会

・化学薬品の取り扱いと使用上の注意及び器具 ・中高連絡会 10

や薬品置き場の点検整備 ・ＰＴＡ研修会

・ＭＳリーダーズ活動

11

・反省職員会

12

・保健部会

・部活動顧問会 １

・学校保健安全委員会

・反省職員会 ２

・ＭＳリーダーズ活動

・保健部会

・学校安全計画の評価と反省

・次年度の計画 ３

※毎月の安全 点検(理)
・薬品の保管状況の点検
・薬品在庫簿の点検
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3 学校保健安全委員会

子どもの保健安全にかかわる問題の解決には、「学校」、「家庭」、「地域社会」の連携し

た取組が重要である。多様化、深刻化する健康安全問題への対応には、専門的な知識や

技能をもった地域の方々や専門家の協力が大きな力となる。このような人材との連携し

た取組や教育活動への参加協力などについて理解を図る学校保健安全委員会の開催は、

『開かれた学校づくり』を推進する上でも重要である。

＜学校保健安全委員会開催状況＞ 平成１９年 県内公立学校で調査

○年間の開催回数 ※表中 左側数字は学校数 右側数字は％

校種 ＼ 回数 ０ 回 １ 回 ２ 回 ３ 回 ４回以上 県内公立学校数計

小 学 校 2 0.5 126 32.9 178 46.5 71 19.0 6 2.0 383 100

中 学 校 4 1.6 85 44.3 79 44.0 24 13.0 0 0 192 100

高等学校、特別支援学校 0 0 70 90.9 7 9.0 0 0 0 0 77 100

計 6 0.9 281 43.1 264 40.0 95 15.0 6 0.9 652 100

○委員会のメンバー（複数回答）

校種 ＼ ﾒﾝﾊ゙ ｰ 学校医､学校歯科医､学校薬剤師 栄養教諭・学校栄養職員 P T A 児 童 生 徒 保健所等の関係職員

小 学 校 381 99.5 242 63.2 374 97.7 4 1.0 60 15.7

中 学 校 190 99.0 110 57.3 182 94.8 4 2.1 18 9.4

高等学校、特別支援学校 77 100.0 7 9.0 61 79.2 0 0.0 3 3.0

計 648 99.5 359 43.1 617 90.5 8 1.0 81 9.3

○委員会の内容（複数回答）

校種＼ 内容 発育発達 運動能力 食生活 心の健康 薬物喫煙飲酒 性・ｴｲｽﾞ 環 境 安 全

小 学 校 380 99.2 355 92.7 359 93.7 198 51.7 120 31.3 84 21.9 303 79.1 281 73.4

中 学 校 183 95.3 145 75.5 161 83.9 107 55.7 85 44.3 68 35.4 134 69.8 118 61.5

高等学校、特別支援学校 77 100 58 75.3 40 51.9 48 62.3 17 22.0 27 35.0 71 92.2 60 77.9

計 640 98.1 558 81.1 560 76.5 353 56.5 222 32.5 179 30.7 508 80.3 459 70.9

【開催回数…学期に１回以上】

ますます多様化、深刻化する児童生徒を取り巻く学校安全、学校保健を含めた健康課

題の解決に向けて、本委員会が成果をあげるためには、年間計画をもとに「計画」「実践」

「評価」のそれぞれの段階で本委員会を開催することが望ましい。さらに、災害や事故

発生時など問題が生じた場合には、臨時に開催することが必要である。

また、本委員会の開催にかかわる年間計画を作成する場合、自校の保健安全に関する
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問題や家庭に連なる問題など、解決したい内容を絞り込む必要がある。

本委員会の内容をもとに児童生徒の健康課題の解決を推進するためには、開催後に各

参加者がそれぞれの立場で推進する取組が重要となる。

【構成例】
学校保健安全委員会

学校職員 保 護 者 専門職員 児童生徒

・校 長 ・PTA会長 ・学校医 ・児童会、生徒会保健安全部
・教 頭 ・PTA副会長 ・学校歯科医
・教務主任 ・PTA保健部 ・学校薬剤師
・生徒指導主事 ・PTA母親委員会 地域関係者
・保健主事
・体育、安全、 ・保健所、保健センター・教育委員会・児童相談所
給食等の主任、指導部長 ・交通安全、補導関係機関代表 ・警察
・養護教諭 ・通学区域内町内会代表
・栄養教諭・学校栄養職員 ・学校安全ボランティア (ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞ･ﾘｰﾀﾞ )ー

・近隣学校代表

※機能を重視し、問題解決に活用できる組織を目指す。

【メンバーの役割分担】

校長・教頭 … 委員会の趣旨や活動の内容について全職員・保護者に周知する。

保 健 主 事 … 委員会が円滑に運営できるよう関係者と連絡調整を図る。

会の準備や資料作りを中心になって行う。

委員会での話し合いの結果について学校内での徹底を図るなど、

中心的役割を担う。

養 護 教 諭 … 保健主事と協力して会の計画、運営、推進に当たる。

生徒指導主事 … 交通安全や学校での安全な生活を働きかける。

体育、安全、給食などの主任、指導部長… 保健主事、養護教諭と協力して、各学級担

任、教科担任で指導内容を決定する。

教 務 主 任 … 各分担の教職員との連絡を密にする。

学 級 担 任 … 委員会で話し合われたことをもとに児童生徒へ直接指導する。

保護者・ＰＴＡ … 委員会で話し合われたことをもとに家庭で指導する。

地 域 関 係 者 … 学校の方針や指導について理解を深め、地域での健康安全問題を

様々な角度で支援協力する。

地域の機関・団体 … 地域の保健所や医療機関、警察署、消防署、医師会、教育委員

会、学校安全ボランティア（スクールガード・リーダー）、近隣

の学校などの協力体制を整える。

時間は１時間～１時間３０分を

目安に
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【委員会開催後の活動】

児 童 生 徒
・学校行事での取組 ・児童生徒会だより
・学級での取組 ・児童館、子ども会
・児童生徒会での取組 ・学校だより

・家族会議 ・児童生徒保健委員会での取組 ・保健だより
・家庭での取組 ・学年学級だより
・家庭環境の整備 家 学 ・職員会、指導部会、
・ＰＴＡの取組 委員会後の活動充実をめざす 学年会への報告
・保護者会への報告 庭 校 ・研修会の実施
・ＰＴＡ広報 ・教科指導
・ＰＴＡ保健だより ・地域環境整備 ・学校環境の整備

・地域としての取組、子ども会や児童館
などの地域行事
・公民館だより、児童館だより

地 域

【地域学校保健安全委員会】

一定地域内の幼稚園や小・中・高等学校及び特別支援学校の各学校保健安全委員会が

連携して、地域の児童生徒の健康問題や安全確保の推進に関して協議等を行うために設

置されるものである。

児童生徒の発達の段階に応じた指導が求められる昨今の実情から、異校種間の円滑な

接続が重要である。そのため、積極的に開催するとともに、健康教育全体計画をはじめ、

学校保健計画、学校安全計画等の交流を行う必要がある。

町内会 Ａ幼稚園・保育園（所）
地域団体 Ｂ小学校
保健所
医師会

地 域 学 校
保健安全委員会

Ｃ小学校
Ｇ小学校

Ｄ特別支援学校
Ｆ高等学校 Ｅ中学校

＜地域学校保健安全委員会開催状況＞

※表中 左側数字は学校数 右側数字は％ 平成１９年 県内公立学校で調査

開催した 開催していない 過去には開催した 公立学校数計

小 学 校 120 ３１ 246 ６４ 19 ５ 385 100

中 学 校 67 ３５ 119 ６２ 6 ３ 192 100

計 187 ６６ 362 ６３ 25 ４ 574 100
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学校保健安全委員会で何を議題にしたらいいの？
学校保健安全委員会では、子どもたちの健康安全に関わることであるなら何を議題にし
ても差し支えありません。ただ、多くの内容の中から子どもの実態を踏まえて議題を選

ぶことが重要です。
また、昨今の子どもたちを取り巻く安全に関する状況から考えると、健康に関する議題を掲げ
るだけでなく、安全に関する議題も取り上げていく必要があります。学校保健委員会ではなく、
学校保健安全委員会として学校・保護者・地域が連携を図って開催していきたいものです。

議 題 の 例
疾病予防と対応、体力つくり、望ましい生活習慣 心の健康
・うがい、手洗い ・正しい姿勢
・かぜの予防 ・生活習慣(睡眠・排便) ・あいさつ運動 ・いじめ
・０-157の対策 ・上手な睡眠 ・休日の過ごし方 ・親子のふれあい
・食中毒 ・コレステロール ・心身のリフレッシュ ・ストレス
・体温の変化 ・机と椅子 ・心の悩み ・家族の役割
・疲れとストレス ・アレルギー疾患 ・相談室利用 ・不登校
・運動と健康 ・感染症予防
・インフルエンザ (ﾉﾛｳｨﾙｽ等 )

安 全 性 教 育
環 境 ・登下校時の安全（通学路）

・不審者対応（声かけ事案） ・性意識
・学校の環境 ・学校安全ボランティアの活動 ・思春期の心と体
・リサイクル （ＰＴＡによる組織・地域にお ・からだの発育と変化
・清掃について ける複数団体による組織） ・生命誕生
・合成洗剤と石鹸 ・交通事故防止 ・性感染症
・環境保護 ・安全な自転車の乗り方 ・エイズ

・けがの発生と予防
歯・口の健康つくり ・応急手当（救急法・・人工呼 目・耳・鼻の健康

吸法、ＡＥＤ）
・むし歯 ・ＣＯＧＯの管理 ・プールの使い方 ・視力の低下
・歯周病 ・歯の治療 ・地震が起きたら ・健康診断の結果
・染め出しテスト ・花粉症
・歯ブラシと歯磨き粉 薬物・喫煙・飲酒 ・コンタクトレンズ
・噛むことの大切さ ・ヘッドホン難聴
・歯によいおやつ ・喫煙と健康 ・テレビゲームと目

・飲酒と健康
食 生 活 ・薬についての正しい知識

・薬物乱用 定期健康診断に関する事項
・おやつの取り方 ・様々な誘惑
・バランスのとれた食事 ・実施、結果事後措置
・ダイエット 計画に関する事項
・食生活と生活習慣病 ・重点に関する項目
・食品添加物と健康 ・学校保健計画
・肥満と予防 ・学校安全計画
・朝食の摂取 ・食に関する年間指導

参考にしてみてはいかがでしょうか！
学校管理下での事故情報・事故事例など公開中！

独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、学校安全業務に関するホームページを開設し、学校災害防

止に関する情報提供を行っています。

学校の管理下での事故情報、事故事例、統計情報及び発生した事故に対する防止対策などが提供されていま

す。

学校保健安全委員会などで、各学校で発生した事故や全国で発生した事故の情報などから、今後、安全管

理・安全教育において何を大切にしていくといいかなど検討しあう上で参考にされてはいかがでしょうか。

http://www .naash.go. jp/kenko/


